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     A  survey  taken  from  questionnaires  on  bathtng, bathrooms  etc.  was  conducted

in Sapporo,  Fukushima,  Tsukuba, Tokyo, Nagano, Nagoya  areas  in winter.  The  tetal
number  of  houses investigated was  664; 373  apartment  houses and  291 detached
houses.

     The  number  of  people  to answer  the  questionnaire  was  2348.  They  were

housewives,  schoolchildren,  students,  offiee  workers  etc,  The  frequeney  of

bathing  in one  week  was  generally  7 times  in all  areas  except  Sapporo, which  was

3 or  4 times.  The  duration of  time  spent  bathing was  rnostly  20 to 24 rnin.,

foliowed  by 30 to 34 min,,  and  then  15 to 19 min.

     There  was  almost  no  heater  in the  dressing  rooms  of  apartment  houses  and

only  a  few in detached houses.  Room  ternperatures  in the  dressing  rooms  were

mostly  10 to 14'C or  15 to 19'C in all  areas  except  Sappero,  which  was  20 to 24
℃. Thermal  senBation  in the  dressing rooms  was  mostly  

"slightly
 cold".  60X  of

people  felt the eold  levels  of  thermal  sensations,  except  in Sapporo. In
Sapporo  over  70X felt 

"neutral"
 thermal  sensations.

     The  3pace  of  the  bathroom,  in 65X  of  detached houses,  was  2 jou (3.24m2).
The  space  of  the  bathroom  in apartment  houses  was  smaller  than  in detached
houses.  Roorn ternperature  in the bathroom  was  almost  sirnilar  to that  in the
dressing  room.  In Sapporo, room  temperatures  in the  dressing room  were  rather

higher,  with  a  peak  of  20 to 24'C.  In other  areas,  room  temperatures  were  mostly

15 to 19'C  or  10 to 14'C. The cause  of  the  colder  sensations  was  mostly  due to
a  low room  temperature  and  a  eold  floor  in the  bathroom.

   , The  capacity  of  the bathtub  was  mostly  250  to 300 , In the  detached  houses,
the capaeity  was  mostly  300 to 350 whieh  was  bigger than  in apartment  houses.
With  a capaeity  of  the  bathtub  over  250  , about  50 pereent  of  people were

satisfied.  However, 24 percent  of  people  with  a bathtub over  400 voted  
"very

satisfied".

     with  regard  to the  relationship  betwebn  water  temperature  and  thermal
sensation  in bathing, people  generally  felt  

"tepid"
 below water  temperature  of

39'C, "preferable"
 with  40, 41, 42'C  and  

"hot"
 with  water  temperature  of  44`C.

     Preferable  water  temperature  in bathing was  rnostly  42'C  and  then  41'C,  40"C
and  45'C;  86 percent  used  these  water  temperatures,

    On the  relationship  between  thermal  sensation  and  the  room  temperature  of
the  bathroom,  people  generally  felt 

"cold"
 at  room  temperature  of  10 ℃ and  "not

eold"  over  20'C.
    Bathing  is important for  cleaning  the  body and  hygienic  problems.  There
are  many  people  who  take  a  bath everyday,  but equipments  or  conditions  for
bathing is not  sufficient,  espeeially  thermai  conditions  in the dressing room

and  bathroom.  A heating  system  in the  dressing  roorn  and  the  bathroom  must  be
used  and  bathing  must  be taken  under  comfortable  conditions.
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研 究 発 表 25 入 浴 ・ 浴 室 に 関 す る ア ン ケ ー
ト調 査
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1．は じめ に

　 給湯機 暴 設 備 に 対 し て、湯 の 使 用者、 エ ン ド ユ ーザ ー

は 時代 と と も に．よ り利便 で 安全 性 の 高 い も の を要望 し

て い る ． こ う し た状態に お い て． エ ン ドユ
ーザ ー

の 立場

に た っ た 安 全 性
・
利便性

・
快適性 な ど の 面 か ら の 評 価、

検討 が 必 藝 で あ る。昭 和61年度 よ り、空気 調 和 ・衛生 工

学会 の 「給溺設備 の 使 用感 に 関す る 研 究 委員会 」 で は給

湯 設 備 に 関 す る 研 究 を 行 っ て き た。

　 住宅 に お け る給謁設備 の 使用 に は、生活環境、気候風

土．季節 な ど の 影響 に よ り地 域 差 と し て あ ら わ れ る こ と

も 考え ら れ、 ま た、入 浴行為は 特 に 冬期 に お い て 浴室 ま

わ りの 環境条件 と の 関係 か ら人 体 へ の 影響 があ らわ れ や

す い も の と考 え られ る． こ こ で は給湯施設 の 地域差 に つ

い て．浴槽 に 関連 し、入 浴行為、浴 室 ま わ りの 環境 を含

め て の ア ン ケ ー ト罰査 を行な い 検討 し た。

2 　調査方法

　 ア ン ケ ート内容 は、風 呂 そ の 他の 給溺設備、入 浴行為、

説衣室．浴室、浴槽． シ ャ ワ
ー一、家族 の 入 浴 習慣、湯 温

や 浴 室 室温 の 測定、往宅 の 概 要 な ど で あ る．

　 対象地域は 札覡、掴島t 筑波、東京．長野、名古屋 の

6 ヶ 所 で あ る。対象戸数 は 東京 を多 め と し、他 の 地域 は

100戸 を 目 標 と し た。集合住宅と 戸建住宅の 割合は、集合

住宅6〜7割を 目安と し た。地域別 の 対 象 と した 住宅数 は

表 1 の 如 くで あ る。

　調査 日は冬期、 1 ， 2 月 と し たが．地域 に よ り多少 の

ずれが み られ、一
部 3 月 に 入 っ て 終了 した 地域も あ る。

ア ン ケ
ー

ト罰 査方法 は、各家庭 を訪間 し、ア ン ケ ート へ

の 協 力 を 依 頼、数 日後 再 び 訪問 し 回 収 し た。対象家庭 は

各地域 に お い て 翻査地 区 を任意 に 定 め 行 な っ た も の で 、

社会調査 で の ラ ン ダ ム サ ン プ リ ン グで は な い 。

　 3 ．調 査結 果

　図 1 に 地域 別 の
一

週 間 の 平 均 入 浴 回数を 示 し た。入 浴

回 数 は ほ と ん ど の 増域 に お い て．週 7 回 とす る 掲合 が最

も 多 い 。 し か し、札幌で は、週 3 回 に ピーク を 示 し て い

る。

　 入 浴 時間 に っ い て は、全体 と し て 20〜24分 が最 も 多 く．

つ い で 30〜34分、 15’v 　19分 の觸 で あ る。 こ れ ら の う ち、

浴槽 に 浸 か っ て い る 時 間 は 各地 域 と も に、 1a・一　t4分 が 最

も多 い。浴 槽 に 浸 か る 回 数 は．　2 回 が も っ と も 多 く 70％

で あ り、っ い で 1 回、 3 回 が 10％台 を 示 し て い る e

Table 　L 　　number 　of 　houso　in　each 　area

地域 全 体　　集合住宅　　戸建住宅

札幌　　 tOO
福島　　 101

長 野 　 　 　102

名古屋　 　 93
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合計　 　 664
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　入 浴 の 時間帯 は 午後が 97％ と 大 部分 で あ る。図 2 に 脱

衣場 の 室温分布 を 示 し た。札帳の鋤合 に は、室 温 20〜24　 3ee

℃ に ピーク が み ら れ．他 の 地域 に 比 べ 室温 の 高 い 傾向が

み られ る．他 の 鹹 で 皰 温 、。＿14℃ 又 は 、5．．．19℃ に ピ S
一ク がみ ら れ る。 戸建住宅の場台は集合住宅よ りや や低　

2e2｝

い 傾向 がみ ら れ、札輓 で は 15〜　19℃、他 の 地域 で は 10−“

14℃ と ピー
ク が低 い 側 に 移行 し て い る。脱衣畤 の 感 じ と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1四
し て 札覡 で は 「何 と も な い 」 が多 く、 70％ 以 上 を 占 め て

い る。他 の 地域 で は 「少 し寒い 」 の 場 合 が 多 く．寒 い 側

が 60％以上 を示 し て い る 掲合 が 多 い 。

　浴室 の 広 さ に つ い て は 2 畳 と す る場 合が多 く、戸 建住　　　 札幌

宅 で は 約 65％ を 示 し て お り．集合住宅 の 穏合 に は よ り 狭　　　Flg　3，

い 場合 がみ られ る 。 浴室 の 広さ と攜足 度に は 地 区差があ

る が、表 2 に 全デ
ー

タ に っ い て 浴室 の 広 さ と満足度と の

閨 係を 示 した。 2 畳 以 上 で あ れ ば 浦足 側 の 回答が 半数以　　　 日

上 を示 して い る．ま た半数近 くの 者 か ら 「と て も満足 」　 札幌

の 評価 を得る に は 4 畳 以 上 の 広 さ が 必 要 と な る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 紬

　図 3 に 浴室 の 室 温 の 分布を示 し た。脱衣室 と ほ ぼ同様
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　繊
の 傾向 がみ ら れ、札輓で 高く、他 の 地域 で は to・v14 ℃．

15〜19℃ に ピーク が み ら れ る。そ の 時 の 温冷蘇 に っ い て 　 東京

は、脱衣 室 と 同様 の 傾 向がみ られ る 。 福島 の 集合住 宅 の　長野

場合 に は 寒 い 側 の 申告 が多 く、80％を示 して い る。 寒 い

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　名古屋
側の 理 由 と し て、室温 の 低 い と す る場合 が 最 も 多く、次

い で 床 が 冷た い と す る 穏合 が 多 い 。

　 図 4 に 浴槽 の 大 き さ （浴稽 内側 の 長 さ ・幅 ・深 さ を揚

け合わせ た客積） を示 し た．　 2502 未満も IO％以上 に み

ら れ る が．多 く は 2SO　1 か ら 3001 未満 の 大 き さ で あ る．　 Tabie　 3．

戸 建住 宅 の 場合 に は、 3eo　1 か ら 3502 未満 の 浴槽 が最 も

多 く、集合住 宅 に 比 べ 浴柵 の 客積 が 大 き くな っ て い る。

表 3 に 浴 槽 の 大 きさ と 満 足 度 と の 関係 を示 し た。 250 』以

上 の 客積があ る と半数以 上 の 者が満足側を示し て い る．

し か し fと て も 満 足 亅 の 評価 は 浴槽 の 大 巻 さ が 400A 以

上 で も 24％ し か み ら れ な い 。

　表 4 に 浴槽 に 入 っ た時 の 溺温 と そ の 時 の 醸 じとの 関係

を示 し た。溺温 39℃未満で は rぬ る い 亅 と す る 割合が多

く、40℃ 以 上 に な る と rち ょ う ど よ い 」 の 割合 が 多 い 。　　 Table　4・

44℃ 以 上 で は 「熱 い 」 の 割合の 増加が み ら れ る。

　図 5 に ち ょ う ど よ く な っ た 時 の 湯温 の 湯温分布 を示 し

た。42℃ が 最 も 多 く、次 い で 41℃．40℃、 43℃ の 煩 で あ

り、 こ れ らで 全体 の e6．3％ を占 め て い る。

　風 呂 か ら上 が っ た時 の 説衣室 の 室 温分布 に つ い て は、

初 め の 室温 と ほ ぼ 周搬 の 分 布 が み ら れ る。 そ の 時 の 温冷

感 に っ い て は．風 呂上 が り の た め 身体 が温 ま り 「ち ょ う

ど よ か っ た 亅 と す る S 合 が 最 も 多 く、全 体 の 63％ を 占 め

て い る。 こ れ に 対 し 寒 い 側 の 回 答 は 22．5％ で あ り．特 に

戸違住 宅 の 場合 の 筑 波、禍島 に 多 く み られ る。

　表 5 に 浴室 の 室温 と、浴 室 に 入 室 し た 際 の 温 冷纏 と の

関係 を示 し た。室 温 10℃ 未満 で は 「寒 か っ た 亅 が 最 も 多

福鳥 鞨 棘
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く、室 温 15℃ 以上 で 初め
’
｛r 「な ん と も な か っ た 」 が 4 割 　15g

に 室 温 20℃ 以 上 で は 7 刮 に達し て い る。

　表 6 に 脱衣室 と．入 浴前脱衣時 及び λ 浴後 の 湿 冷感 の
・人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

関係 を示 し た。 入 浴前 で は 表 5 の 浴 室 室 温 と 温 冷感 の 関　 le［1

係に ほ ぽ 類似 した 関 係 が み られ る。入 浴後は体が温 ま っ

て い る た め、室 温 15〜20℃ で 6 割強 の 者が rち ょ う ど よ

か っ た 」 と し て お り．20℃ 以上 で は暑 い 側 の 申告 が 20％　 50

以 上 に み られ る。

　 対象 と した 住宅 の 種類 は、戸建住宅 の 掲合 に は se％ 以

上 が 持 ち 家 で あ り．集合 住宅 で は 公 的借家が長 鳳 幅島、

筑波 で 多 く、札 硯、東京、名古屋 で は持ち家の場合が多

い 。 住宅の 材質 は．集合住宅は コ ン ク リ
ー

ト造 り、戸建

住宅 で は木造が 大 部分 で あ る。断熱材使用 の 有無 に つ い

て はk 札幌 で は 使用され て い る が80％ 以 上 で あ るdi 他 の

地 域 で も 戸遣 住宅 で は 多く の 場合 に．断蕪材 の 使用 さ れ

て い る鋤合 が 多 い d し か し集合住宅の 嚇合に はわ か らな

い と す る解答 が 多 く を 占め て い る。

　 住宅 の 窓 に つ い て は、札嶋 で は二 重窓 とす る 婚合 が 大

部分 で あ る。他の 地域 で は、集合住宅の場合 に は
一

重 が

大 部分 で あ り、戸建住宅の 婦合 tzは、長野 で は 二 重 窓 が

約半数 に、福 島 で も 2096 に み ら れ、三 重窓は名古屋、札

幌 の
一

部で み られ る 。

　窓ガ ラ ス に つ い て は、戸建住宅 に お い て ペ ア ガ ラ ス （

二 重 ガ ラ ス ） の 使用 が札輓．長 野で 約半数 に み られ る。
集合住宅 に お い て は 9036以 上 が一

枚 ガ ラ ス で あ る。

　居 間 の 畷房 の 種類 は 地 域 に よ っ て 異 な り、札 輯で は 温

水暖房が多 く、他 の 地域 で は、 ス トーブ、 フ ァ ン ヒ
ー

タ

ー、 エ ア コ ン さ らに は コ タ ツ が多 く み られ る。使 用 燃 料

と し て は 石 油、電気 が 多く、長 野 の 戸建住宅 で は 都 市 ガ

ス が 最 も 多 い 。

　脱衣室 の 嗄房 に っ い て は 集合住宅 の 掲合 に は 暖房がな

い と す る 掲合が ほ と ん どで あ る．戸建住宅 の 筍合 に は 磯

房 の あ る と こ ろ が や や 増 え、長野 で は 約 40％ を 示 し て い

る。

■圏腫鍵 （℃）
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Fls　5・　pro 正orab 且e　uater 　しemperatur 日　且n　bath置n君

Tabl6　5．　tb3tmal 　sensat ［on 　and 　room 　tetuperat“ ro

　 　 　 　 of 　 bath　room
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ ）内 は ％

室　温

（℃ ）

非常に

寒 か っ た

寒 か っ た 少 し寒い な ん とも

なか っ た

1士

且0・満 4（ 6．3） 25 （39．D21 く32．8） 且4（2皇．9） 64qOO｝

且0 〜 18（ 3，咽〕 134（25，の 28K53，2｝ 95q8 ，0） 528（100》
15 卍 旦7（ 2．2） 82（10，4） 367｛46．6〕 32蘆く40，8冫 787qOω

20 〜 嶋 16（2，7） k58（26，7， 4田 （70．6｝ 592qOω

25以 上 Ka η 6（3．9｝ 20q3 ．2， 125（82．2） 152qOO〕
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τablo 　6，　th6rma 且　s6nsat 置on 　and 　Ioom 　tomporatur6 　in　dross 止n 曜　roo 繭 （ ｝内は ％

室　 温

（℃ 〕

前

後

非常 に

寒 か っ た

寒 か っ た 少 し寒い な ん とも

な か っ た

ち よ う ど

よ か っ た

少 　 し

暑 か っ た

暑 か っ た 非 常 に

層 か っ た

計

前 8〔 5，5｝ 50 （34．2） 73 （50．0） 15qO．3） 8　 8 o　嘩 8　■ 8　串 M6qoo ｝

iO未満
後 一 5（4．6〕 34（3L，2） 8 　 0 67（61．5〕 3（ 2．8） 一 一 109qOO ｝

前 28（ 4，5〕 122（19．8） 309（50．0） 159（25，7） 窄　 参 8　寧 撃　拿 帛 　 o6 田 （100，
田

〜
後 且（ 0．2） 28 （ 5．D157 （28．5） 寥　 83 且0く56，4〕 33（6．0） 17（3，D4 （ 0．7｝ 550qoo ｝

前 10（ 1，3〕 100 （12，9） 360 （46．5｝ 305 （39，3， ■　 8 癖　寧 寧　ゆ ●　参 775qOO ）
15 一

後 2（ 0．2） 29（ 3．の 156q8．3） 章 　 ● 539（63．3〕 93qO ．9） 28く3．3） 4（ 0．5〕 85LqOO ｝

前 4 （ 0．9） 三3（ 2．8） n6 （24，9） 332 （τ玄．4｝ o　寧 囈 　寧 拿　■ 康　● 465qOO ）
20 〜

一 KO ．2〕 50（ 9．7｝ ■ 　 拿 357 （69．6｝ 75q4 ，6） 29 （ 5．7） 匡（ 0．2〕 5L3qOO ）

一 一 2 （ 3，3） 58 （96，？〕 8 　■ 3 　 ● 0 　 3 ■　鄭 60qO Φ
25以上

後 一 一
且2q4 ，且） 事　嘩 50（58．8） 12q4 ，　D9qO ，6） 2（ 2．4｝ 85q 臼ω

注） ． ． 肉 は N 査 票 に 該 当す る温 冷 感の番 号 〔回答は 番 号 に O をつ け て も ら っ た ｝が無 い こ とを示 し．一印 はそ の 温冷感 に 回 答

　 が無か っ 泥ξ とを示ず。
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